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第３９３回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年１１月２８日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ５人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

富田 智晃 委員    大久保千春 委員 

     迫  一成 委員         

  会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 
常務取締役      増子  隆 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
合評番組プロデューサー          佐々木 悠 
事務局             道場拓哉  坂上 寿史   
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４ 議 題 
 

１） 番組合評 

「新潟でＯＦＦりません？どローカル道 

東野幸治さん新潟に移住しましょうよ！」  

   (２０２２年１０月２１日（金）１９:００～１９:５６放送） 

 

２） 会社報告 

①放送番組の種別報告       （報告：番組審議会事務局） 

②１０月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

③講じた措置、議事概要の公表   （報告：番組審議会事務局） 

④訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

 

会社側からは「『どローカル道』という番組は、昨年末の単発番組として、

ディレクター兼出演者のさとうまことがコーディネーターになり、様々

なタレントの方に『新潟の魅力をプレゼンする』というコンセプトで制

作した。今回は、東野幸治さんが北陸への移住を考えているとの話を聞

き、『移住してもらうため新潟の魅力を本気でプレゼンする』というフレ

ームが『どロカール道』のコンセプトと同じだったため、さとうまこと

が仕込み、出演、演出、編集まで一括で担当する前回と同じ体制で番組

制作を行った。移住を提案した十日町地域は、事前収録時に東野さんか

ら「古民家」「自然」というキーワードが出ていたこと、Ｕターン、Ｉタ

ーンの受け入れに力を入れていて古民家物件も多くあるという観点から

選び、自治体の協力で、円滑にロケの準備を進めることができた。『東野
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さんに真剣に移住を考えてもらう』ということを演出の柱として、地元

スーパーなど新潟の方にとっては当たり前の部分もしっかり紹介した。

視聴者には『新潟のスーパーに東野幸治さんがいる』というようなこと

を面白がってもらい、また東野さんがどんな反応をするのかという所を

楽しんでもらうという内容に仕上げた。」という趣旨の説明があった。 

 

（委員の意見） 

●畑や山付きの古民家や農家民宿、地元のスーパーなど「どローカル」

な新潟の魅力が満載で、東野さんにも十分に伝わったのではないか。 

●新潟の魅力が県外に伝わるよう、首都圏や大阪で放送されることを期

待している。 

●地元の友達候補として紹介した農家民宿の女性が手袋を外して握手す

るシーンは、新潟県民の人の良さがにじみ出ていてほのぼのした。 

●東野さんとさとうさんとの掛け合いのテンポがよく、移住に対しての

真剣さも要所要所で伝わってきて続きが楽しみになった。 

●「やんちゃな人に来てほしくない」というところがわかりにくかった。

「自警団を作ります」と応じていたが、「新潟は大丈夫ですよ」と言っ

てもらえたらよかった。 

●十日町にも古民家をリノベーションしているところがあるので、そう

いう物件の快適さを紹介する映像も見せてほしかった。 

●質問の仕方やコメントが分かりやすく、瞬時に判断して視聴者に楽し

く伝えようとしているのが伝わってきた。 

●雪の大変さを素直に語り、それが気になる東野さん。いいところだけ

を伝えるのではなく、不安要素を伝えるところがよかった。 

●さとうさんのしゃべりも間の取り方も一流で、見ている側に安心感を

与え、メジャー芸能人もリラックスしていたように思う。 

●日常生活の風景と番組で紹介される「どローカル」の風景が重なりす

ぎてあまり楽しめなかった。 
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●ローカルに全国区の芸能人が来る番組には、好意的なリアクションや

感想などに視聴者が満足し、地元の価値や魅力を再発見するという効

果があるように思うが、今回は真逆だった。この番組が伝えたかった

ことは何だろう。 

●移住して友達ができるかどうか、食事や買い物の利便性などが丁寧に

紹介されていたのはよかった。他方で、仕事や子育て、医療など多く

の人が気にかけていることがあまり出てこなかった。 

●「次回は駅前のマンションも見たい」ということで、今回は序章が始

まったかな、という感じで見ていた。 

●地方への移住には地域社会と共に生きていく覚悟が必要だと言われる

ことが多い。その心構えや備え、地域がどう受け止めるかなどを次回

の番組で見てみたい。 

 

６ 会社側の報告 

 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

１０月……１９１件 

 

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年１０月２４日) から、  

昨日(２０２２年１１月２７日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

 

１） 前回第３９２回審議会では、「日本民間放送連盟 放送基準」 

改正に伴う「ＴｅＮＹテレビ新潟 放送基準」の変更について 

審議いただき「変更は妥当」との答申を受けました。審議の内
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容は議事概要にて記者、制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３９３回放送番組審議会の公表 

 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

 

・第３９２回番組審議会議事録 

・２０２２年４月～９月番組種別放送時間 

・２０２２年１０月期基本番組種別表 

・２０２２年１０月期基本番組種別タイムテーブル 

・１０月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４４） 

・民間放送新聞（２２０９号） 

以上 


